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リンパ組織におけるIL-7産生細胞の

分布と機能

IL-7はリンパ球の分化と維持に重要なはたらきをしている。しかし、リンパ組織におけるIL-7産生細胞の分布と
機能については不明の点が多い。我々は、最近IL-7-GFP knock-inマウスとIL-7-floxedマウスを用いてこの問
題にアプローチしている。IL-7-GFPマウスでは、骨髄ストローマ細胞、胸腺上皮細胞、腸管上皮細胞とともに、
リンパ節やパイエル板のT細胞領域ストローマ細胞やリンパ管内皮細胞でGFPが発現していた。また、IL-7-

floxedマウスとFoxN1-Creマウスを交配し、胸腺上皮細胞でIL-7遺伝子を破壊すると胸腺細胞の数が1/15に
減少したことから、胸腺上皮細胞が産生するIL-7が胸腺細胞の増幅と生存に大きなはたらきをしていることが
明らかとなった。本セミナーでは、IL-7ニッチという免疫系微小環境に関する最新の知見を紹介したい。
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本セミナーは医学履修課程特別セミナー等を兼ねています。受講学生は履修簿を持参し、
セミナー修了後にサインを受けること。聴講は自由大歓迎です。学部生の皆さんもぜひどうぞ。
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